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日本語談話中の代名詞的表現の先行詞を推定するシステムを作成し、先行詞候補の文法機能と

先行詞としての優先度との関連を調査した。センタリング理論によると、代名詞に先行する名詞

句はその表層格やトピックなどの文法機能によって先行詞候補としての優先度が異なると予測

される。しかし今回の調査ではセンタリング理論での通説を裏付けるような飯先度の違いは認め

られなかった。闊査のために使用したコーパスは（株）ATR音声翻訳通信研究所が作成した旅行関

連の 22 6会話である。

c(株）ATR音声勧訳通信研究所 1995
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1 . はじめに

代名詞あるいはそれに準ずる表現は先行する談話（またはテキスト）に現れる表現を先行詞と

し、その先行詞が指示するものと同じものを指示することがある。以下では、代名詞的な表現が

先行詞を持つ場合、代名詞的表現がその先行詞と照応するといい、代名詞的表現のこうした用法

を照応用法と呼ぶ。通常、代名詞的表現の先行詞となりうる表現は数多く存在するから、話者が

そのうちどれを実際の先行詞として用いているかを推定することが言語理解のために必要であ

る。

実際の先行詞推定プロセスには、先行詞候補を絞り込む統語論的および意味諭的制約や、先行

詞としての優先度を決定する諸条件が関与すると考えられる。統語論的制約の例としては、通常

の（再帰的lでない）代名詞は同じ動詞に直接支配される名詞句を先行詞として持たないという制

約が挙げられる。意味論的制約としては、代名詞とその先行詞は意味属性（素性）が一致すべき

だということが挙げられる（たとえば「彼女」は通常「太郎」を先行詞としない）。先行詞とし

ての尤度を決定する要素としては、代名詞的表現と先行詞候補の間の距離や、先行詞候補の文法

機能を考えることができる。今回の調査で作成したシステムも、この考えに沿い、代名詞的表現

に先行する名詞のうちで統語論的制約を満たし、意味素性が代名詞的表現と一致するものに、代

名詞的表現との距離、助詞の情報などから優先度を与え、最も優先度の高いものを先行詞第 1候

補とする、というプロセスを採用している。

今回の調査の目的は、代名詞的表現の先行詞推定プロセスにおけるセンタリング理論の検証で

ある。センタリング理論とは以下に述べるとおり談話要素の顕著さに関する理論であり、談話要

素の顕著さが先行詞推定に役立つと主張するものである。本調査ではこの主張が裏付けられるか

どうかを検証する。

2. センタリング理論

「センタ」とは談話において、ある時点で「最も顕著 (salient)な談話要素であり」（竹下， 1992)、

代名詞やゼロ代名詞2の先行詞として優先的に参照されると考えられている。センタリング理論は

2つの要素からなる。 1つは、上で述べたように、先行詞候補は文中での機能により顕著さが異

なるという仮説であり、もう 1つは一度先行詞となった表現はその顕著さを持続して持つという

仮説である。

2.1 文法的機能によるセンタのランキング

Walkerら (1990)によると、文中の照応対象候補はその文中の文法的な機能によって顕著さ

が異なる。彼女らの仮説によると、その順位は次のようになる。

トピック＞共感＞主語＞目的語＞その他

ここで、トピックは、日本語では係助詞「は」に支配される要素とみなされる。共感 (Kuno,1976) 

とは動作などを言い表すときの視点であるが、日本語では例えば「くれる」 「くる」などの助動

詞的用法に付随して現われてくる。

2.2 顕著さの持続

Joshiら(1981)は、 Cb(Backward-looking Center)および Cf(Forward-looking Center(s))と

いう 2種類の談話のセンタを考案した。 Cbは談話のある時点で最も顕著な要素である。 Cbは代

1 reflexive 

2文中で省略されている（代）名詞的要素
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名詞の先行詞としての優先度が高いと考えられるが、代名詞の先行詞となることによって（後ろ

向きに）発見されることからこの名前がつけられたと考えられる。 Cbには変化を嫌う性質があ

るものと考えられている。 Allen(1987)のフォーカス仮説によれば「代名詞先行詞候補の中には

第 1候補となるものが存在し、それは必要がなければ変化しない」 (p.408)ということである。

Cfはある時点で、代名詞の先行詞となりうる談話要素のリストである。 Cfには 2.1で述べた

ような文法機能によるランキングが与えられると考えられる。

Takada & Doi (1994)は、一度先行詞となった要素は、 Cbであるかとうかにかかわらず、そ

うでない要素より顕著であると考え、センタリング理論を拡張している。

3. 研究対象

上で述べたように、本調査の目的はセンタリング理論の検証である。検証において用いるコー

パスは日本語の旅行に関する 22 6会話である。これはATR談話コーパスと呼ばれているもの

の一部である凡談話の多くは電話を介した会話であるが窓口業務の会話も含んでいる。

・対象とする照応

調査対象となる照応は、代名詞（あるいはそれに準ずる表現）が先行する名詞句を先行詞とす

る場合である。日本語の場合、何をもって代名詞とするか（あるいは代名詞そのものが存在する

か）については定説がないが、今回の実験では調査対象とする照応用法を持つ代名詞的表現とし

て以下のものを定めた。

「そちら、あちら、それ、これ、それら、これら、彼、彼女、そこ、あそこ、それぞれ、どち

ら、そのとき、その時」

ここで「どちら」および「それぞれ」は並列表現のみを先行詞候補とする。

4. 先行詞推定プログラム

今回の調査のために先行詞推定プログラムを作成した。処理の概要は以下のとおりである。

4.1 処理概要

照応用法を持つ代名詞的表現に先行する名詞のうち、意味素性が代名詞的表現と一致し（意

味論的制約）、代名詞的表現と互いに同一の動詞（名詞）の格要素（修飾要素）でない（統語

論的制約）ものについて、文法機能および語間距離に応じたスコアリングを施し、最もスコア

の高いものを照応対象として選ぶ。

代名詞的表現の語彙的な意味素性と名詞句の意味素性のマッチングを行い、単一化できない

場合は不適格とする（意味論的な道格性の検査）。また、同一の動詞の格要素か修飾要素であ

るような名詞句は不適格とする（統語論的な適格性の検査）。

文法機能に基づくスコアリングでは、

1)照応対象候補が助詞「は」に支配されているか (TOPIC)

2)主文の主語（格助詞「が」に直接支配されるもの）または主梧と同格の補語か (NOM)

3)主文の目的語（格助詞「を」または「に」の目的語）か (OBJ)

4)主文の主語でもなく目的語でもないが、主動詞を直接修飾する要素か (MOD)

5)それ以外か (DEFAULT)

によって、それぞれ別のスコアを与えた。 （「共感」によるスコアリングは行わなかった。）

――-. 
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3実験時点において人手による格構造の解析が終了している会話をすべて使用した。
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さらに、直前に第 1先行詞候補として選ばれた語に特別のマーク (D-FOCUS[談話フォーカ

ス］）を与え、高スコアを与えるようにした。この「談話フォーカス」は、ある文で唯一の代名

詞的表現の先行詞となるか、相続く 2つ以上の文で継続して代名詞的表現の唯一の先行詞に選

ばれることによって認識される。 D-FOCUSが与えられた表現は、上で説明した Joshiらの

Cbに相当すると考えられる。また、 Takada& Doi (1994) に従い、過去に第 1先行詞侯補と

して選ばれたすべての語に別のマーク (PRO-SALIENT)を与え、スコアを追加するようにし

た。なお、日本語においてはゼロ代名詞（省略された代名詞）の先行詞として選ばれる表現も

上記のマークを与える対象として考慮にいれるべきであるが、今回の調査対象には入れていな

い。そのため、本調査では先行詞候補への D-FOCUS,PRO-SALIENTのマーキングは不完全

なものである。

より近い語に優先度を与えるべく、スコアには代名詞的表現と先行詞候補間の形態素の数に

対し、一定の減衰率 (0.98)を設定した。なお、個々の句読点も形態素の 1つとみなした。

以上をまとめると次のようになる。各代名詞的表現に対し先行する名詞に先行詞候補とし

て下記のスコアが与えられ、スコアの最も高いものが先行詞第 1候補として選ばれる。

スコア=decl_ra te utt_diSt X (centr_score + focus_score) X syn_score X sem_score 

ここで、

decl_rateは減衰率で、 utt_distは代名詞的表現と名詞の間の形態素の数である 3

centr_scoreは文法機能別のスコア倍率である。

focus_scoreは談話フォーカス関連で、 D-FOCUSの追加スコアあるいは PRO-SALIENTの

追加スコアのうち大きいほうを与える。

syn_scoreは名詞句が代名詞的表現と同じ動詞または名詞に掛かる要素である場合に 0と

なり、その他の場合は 1である。

sem_scoreは名詞と代名詞的表現の意味素性が単一化できないときのみ 0となり、その他

の場合は 1である。

4.2 使用したデータ

入力として談話の格構造解析結果を用いた。この格構造は、人間の修正が加わったもので、ほ

ぼ正しいと考えられる。格構造には先行関係を明らかにするため、また、代名詞的表現と先行詞

候補間の距離による顕著さの減衰を計算するために形態素の出現順に番号を振った。

名詞と代名詞的表現に対しては意味素性情報を記述した辞書を用意し、格構造に意味素性を埋

め込んで利用した。意味素性としては、 LOC (場所）、 NUM (数）、 HUM(人間）、 GENDER 

（性）、 TLOC(時間的位置）を用いた（多義性などにより不定の場合は素性の指定を行わない）。

1 

5. 実験

2 2 6会話中の照応用法を持つ代名詞的表現のうち、会話中に名詞の先行詞を持つ表現につい

て正解の先行詞を記述したファイルを作成しておき、先行詞推定プログラムの出力とマッチング

を行った。スコアリングのパラメータをいろいろ変化させて正解率を求めた。

5.1 結果概要

1. 現在得られている実験結呆からは、センタリング理論が先行詞候補推定に「非常に」有用で

あるということはいえない。すなわち、センタリング理論に沿って、助詞「は」に支配され

る語や主語の先行詞候補としての優先順位を上げても、先行詞の推定率は上がらない。

3
 



2. 代名詞的表現と先行詞の平均距離を先行詞の文法機能別に調べた。より顕著な文法機能をも

つ先行詞はより速くから照応することができると考えると、代名詞的表現先行詞間の平均距

離はセンタリング順位を反映していると考えることもできる。この考えが正しければ文法機

能別のセンタリング順位は

SUBJ 4> TOPIC> DEFAULT> MOD> OBJ 

となり、通説の

TOPIC> SUBJ> OBJ> MOD> DEFAULT 

とは異なる。

3. D-FOCUS,PRO-SA:LIENTのマーキングに基づくスコアリングを用いた場合、若干正解率

の上昇を見たが、やはり「非常に」有用であるということはいえない。

5.2 先行詞候補の文法機能に対するスコア倍率5と成績6

L' 

｛立ロ一潔 1.0 1.04 1.08 1.12 1.16 1.20 1.40 

TOPIC 151 151 150 149 148 145 140 

NOM 151 151 150 152 152 152 144 

OBJ 151 151 151 151 150 149 143 

MOD 151 153 152 150 151 149 144 

Gradation 151 150 149 149 145 143 130 

(~\ 

ここで倍率 1.0の列は文法機能によるスコア変化を行わない対照である（成績： 1 5 1) 。

TOPIC、NOM、OBJ、MODの行は、それらの要素のみスコアを増加させ、他の要素について

は増加分を 1/4したものを滅じた場合である（例えば、 TOPICの倍率が 1.04の場合、 NOM,

OBJ, MOD, DEFAULTの倍率は 0.99である）。最後の「Gradation」では、倍率 l+Xを TOPIC

に、 l+X/2を NOMに、 1を OBJに、 l-X/2を MODに、 1-Xを DEFAULTに、そ

れぞれ与えた。例えば増加率 1.08の場合、 TOPICに倍率 1.08、 NOMに 1.04、 OBJに 1.0、

MODに9.96、DEFAULTに9.92が、それぞれ与えられることになる。

全体として、特定要素へのスコアを上げるにつれ成績が悪化するということが言える（次頁グ

ラフ参照）。すなわち、最も近い先行詞候補を優先するのが一般的によいということである。

「Gradation」の成績悪化率が大きいのは、大多数を占める DEFAULTに低い率 (1-X)が与え

られ、最も近い先行詞候補が選ばれにくいためと考えられる。 （
 

、i格助詞「が」に直接支配される主語

5 4.1の式の centr_score.

6 以下のすべての実験において形態素当たりの滅衰率は 0.98に固定してある。実験パラメータはすべてこの減衰率

に対し相対的なものであって、絶対値は意味を持たない。
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一令ー TOPIC

→ -NOM 

-命-OBJ 

ふ w給.,MOD 

ー緊-Gradation 

1.04 1.08 1 .1 2 1 .16 1 .2 1 .4 

先行詞候補が NOMの場合、倍率が 1.2を超えて良好な成績を保っているが、これはここでの

検証とは無関係な原因によるものである。業務対話では「（こちらは） Nでございます。」など

という形で会話が始まり、客側が相手のいる場所を「そちら」という代名詞で指すことが多い。

こうした場合 (Nは主語と同格の名詞として NOM扱いされるのであるが）、代名詞と先行詞の

距離はかなり長いものとなりうる。本来の主語 (SUBJ:格助詞「が」に直接支配されるもの）

のみにスコアを追加した場合の統計を以下に示す。

, ;>:J I :~~I ::: I ::: I ::: I>;~I ::~I ::~ 
さらに「そちら」を実験対象から除いた場合の統計を以下に示す。

s翌~I::: I ::: I :I: I :i<I:~li I :f: I : 臼
SUBJのみにスコアを追加した場合、あるいは―そちら」を取り除いた場合、 NOMまたは SUBJ

へのスコアリング率の増加に対し、成績は単調減少する。

5.3 代名詞的表現と先行詞の間の距離

正解ファィルを分析して代名詞的表現と先行詞の平均距離を先行詞の文法機能別に調べた結

果を以下の表に示す。文法機能 IDENは名詞が述語的に「Aです」などの形で用いられているこ

とを示す7。

7 分布については付録を参照のこと
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文法機能 総数 平均発話距離 平均語間距離

TOPIC 48 1.81 21.1 

SUBJ 17 2.65 30.8 

IDEN 59 7.64 85.9 

OBJ 6 1.00 12.3 

MOD 31 1.13 13.6 

DEFAULT 111 1.60 21.6 

全体 272 2.95 34.9 

0
1ー
し

•' 
注） 2 2 6対話の 1発話あたりの平均形態素数は 11.2個である。

上の表で、 IDENすなわち述語として現われる名詞を先行詞とする場合の平均発話距離と平均語

間距離が他の文法機能に対するものよりとびぬけて大きい理由は、 5.2で述べたように、挨拶の

発話にあらわれる場所名を後に「そちら」で照応する場合が多いからである。 「そちら」を除い

た統計を以下に示す。

文法機能 総数 平均発話距離 平均語間距離

TOPIC 39 1.74 19.3 

SUBJ 16 2.75 32.3 

IDEN 29 1.79 13.6 

OBJ 5 1.00 12.2 

MOD 26 1.19 13.9 

DEFAULT 98 1.32 19.1 

全体 213 1.55 18.6 

（
 

ここで先行詞が SUBJの場合に平均語間距離が比較的大きいことに注意されたい。もし平均語間

距離が、先行詞候補の文法機能による顕著さの程度を示すのなら、その度合は、

SUBJ>IDEN>TOPIC>DEFAULT>MOD>OBJ 

の順となる。

5.4 D-FOCUS, PRO-SALIENTの影響

D-FOCUSに与えるスコア増分に対する成績の表

（
 

畠~OCUS に『~\ ,~~~,~~33 似 1~~51 I>~1 1~~88 I~ ぶ
PRO-SALIENTに与えるスコア増分に対する成績の表

ば~-SALIENT ,~51 ,~~\『:91~~~。雷， ,~:4 ,~:: 1;;: 

以上のデータは文法機能別にスコアの差を与えていない場合の成績である。 D-FOCUSに 0.4

のスコア増を与えた場合、若干先行詞推定の成績がよくなっているが、これが偶然によるものか

どうかは、今回の実験ではデータ不足のため不明である。 D-FOCUS,PRO-SAL1ENTマーキン

グの利用に関しては、今回の実験は以下の理由により予備実験の域を出ない。

1)ゼロ代名詞を考慮していない。

r
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2) D-FOCUSに関しては、コーパス中で代名詞的表現が近接して多数出現するということが稀な

ので、データ量が十分ではない。

3)先行詞推定率が低いので、誤った D-FOCUS,PRO-SALIENTのマーキングをしてしまうこ

とが多い。

5.5 正解率

今回の実験の目的はセンタリング理論の検証であり、正解率は実験を行うために最低限のデー

夕件数を保証することができる程度に高ければよい。照応用法を持つ代名詞的表現は、 22 6対

話中 43 3個出現した。そのうち対話中の名詞を先行詞として持つものは27 2個である。現在

のところ先行詞推定システムの最良の成績ではそのうち 15 3個を正しく選んでいるから、最良

の正解率は約 56%である。先行詞推定システムは、実用を目標とするならば先行詞が名詞かど

うかを判別しなければならないが、その点については今回の実験ではまった＜考慮していない。

6. 調査の発展

この調査の自然な発展として、ゼロ代名詞を加えた場合を考えることができる。特に、 D-

FOCUS, PRO-SALIENTのマーキングが（ゼロ）代名詞の先行詞推定に与える影響に関してよ

り確かな結果を得るためには、ゼロ代名詞も含めた代名詞的表現全体の先行詞推定について検討

する必要がある。

代名詞的表現の照応に関して調査可能なもう 1つの分野は、談話構造が先行詞推定に与える影

響である。談話中には質問ー応答パターンなどの談話構造があるが、こうした構造に対して距離を

導入し、本実験で用いた形態素数による距離と、先行詞推定に関して比較検討することが考えら

れる。
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付録

各代名詞的表現の用法

今回調査の対象となった代名詞（およびそれに準ずる表現）に関して対象となった 22 6 

対話中の照応、非照応用法の数を調べた結果を以下に示すe 「正解」とあるのは、照応用法

の代名詞（およびそれに準ずる表現）のうち、実験に使用した先行詞推定プログラムが正し

く推定した先行詞の数である。

総数 非照応 照応 正解 正解率

用法 用法

そちら 68 14 54 23 0.43 

あちら

゜゚ ゜゚それ 164 94 70 42 0.7 

これ 51 28 23 18 0.78 

それら

゜゚ ゜゚これら

゜゚ ゜゚彼 1 

゜
1 1 1 

彼女

゜゚ ゜゚あそこ 3 2 1 

゜
0.0 

そこ 42 3 39 27 0.69 

それぞれ 28 

゜
28 7 0.25 

どちら 70 17 53 32 0.6 

そのとき（時） 5 2 3 3 1 

合計 432 160 272 153 0.56 

．．
 

會

-（¥ 

非照応用法の内記

• そちら 相手のいる場所 1 1 

事態 2 

• それ 事態、内容など 9 0 

定型表現 2 
（ その他 2 

• これ 直示用法 ， 
事態、内容など 1 5 

その他 4 

• あそこ 直示用法 1 

その他 1 
． ンCi__マ 直示用法 1 

事態、内容など 1 

その他 1 了

．どちら 疑間詞（場所／方角） 1 2 

選択 4 

定型的表現 1 

• そのとき 文で表現された状況 2 

8
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代名詞的表現と先行詞の距離の分布

文距離

゜
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10以上 全体

TOPIC 6 19 12 5 4 

゜
1 1 

゜゚ ゜
48 

NOM 3 33 16 1 4 1 1 1 1 .., ， 13 76 

OBJ 

゜
6 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
6 

MOD 4 22 2 3 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
31 

DEFAULT 52 30 12 6 3 1 2 

゜
1 鼻， 2 111 

TOTAL 65 110 42 15 11 2 4 2 2 4 1,.5 272 

120 

口 100 

80 
I / 

＋丁GJIC

-・・ 迅-NCXv1 

60 i ＼ 
--t,:,.-OBJ 

・・・t, ..... MOD 

40 

＼＼ 
一DEFAULT

--0--TOTAL 

20 

し）

゜
2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 ，
 

なお、最も代名詞的表現から遠い先行詞は47文離れたところにあったが、代名詞は「そちら」で先行詞

は対話のはじめに現われた「（こちらは）～です。」の「～」の部分であった。また、並列表現を先行詞

に取る代名詞「それぞれ」 「どちら」が比較的遠い先行詞と照応することも見られた。これは並列表現が

比較的稀で、しかも明確な識別特徴をもっていることによるのかもしれない。

，
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